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記 入 日 2017 年  1 月  ５日 

１．概 要 

実践団体名 大船渡市立日頃市中学校 

連絡先  0192－28－2302 

プランタイトル 私たちの町「日頃市」～ふるさとの復興の力になろう～ 

プランの対象者※1 

４ 中学生 
８ 教職員 
10 地域住民 

対象とする

災害種別※2
７ 災害全般 

※1 別紙「記入上の留意点」の１．項目から選択し、記入してください。（複数選択可） 

※2 別紙「記入上の留意点」の２．項目から１つ選択し、記入してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【プランの目的・ここがポイント！】 

・中学生が自分たちのふるさとの災害の実情を知り、自分たちの力でふるさとの復興のために何ができるか

考えるきっかけとする。 

・非常災害時に中学生の立場でしなければならないことやできることを学び、災害に対する備えを行う。 

・学校が主体となりながらも、地域や公的機関の支援や協力を受けながら全校体制で防災活動を

行う。 

【プランの概要】 

・学校の教育課程を防災の視点で見直し、通常の活動に防災色を加味し活動を行う。 

・夏休み中に避難所体験と、防災訓練を兼ねた「防災キャンプ」を実施する。 

・「ふるさと再発見」地域写真集の作成。 

・自分たちの活動の様子をブログ等で発信する。 

・「タオルハンガー」を製作し、被災地へ送ることで多くの人に元気を与える。 

【期待される効果・ここがおすすめ！】 
・実際の災害に備えた活動のシミュレーションを行うことで、中学生の意識の高まりが期待でき

る。 
・被災地から被災地に向けて元気と支援の輪をつなぐことができる。 
・人口減少・高齢化に悩む地域に元気を与えると共に、中学生に自分たちのふるさとに対する誇

りを持たせることができる。 
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２．プランの年間活動記録（2016 年）  

 
プランの 

立案と調整 
準備活動 実践活動 

4 月 
・チャレンジプラン

オリエンテーション 

・チャレンジプラン年間

活動計画の作成 

・チャレンジプラン年間の見通し 

・活動内容の計画 

5 月 

・地域写真集作成開

始（～12 月） 

・熊本地震へのタオ

ルハンガー作成開始 

・デジタルカメラの生徒

の配布 

・地域写真の撮影開始 

・ニコンによる写真教室の開催 

・撮影計画の作成 

・熊本県益城町の中学校と熊本県内の

支援学校に 120 個送付 

6 月 

・通学路安全点検 

・防災キャンププレ

ゼン提案 

・五葉山登山に関する計

画を PTA と協働で立案 

・自宅から学校までの通学路の清掃活

動を行いながら危険箇所の点検活動を

行う 

7 月 

・五葉山清掃ボラン

ティア登山 

 

・防災キャンプの計

画と調整 

・防災キャンプ準備（学

年で担当した内容につ

いての計画、準備） 

・地域にある県立公園五葉山に親子で

登り、登山道の清掃活動を行う 

・山小屋で使う薪を自分たちで背負っ

て運ぶ 

・防災キャンプ（1泊 2日）実施 

8 月    

9 月 
・「岩泉にタオルハン

ガーをおくろう」 

タオルハンガー材料の

準備 

・全校生徒でのタオルハンガー製作 

10 月 

・「実はやがて身にな

る」プロジェクト 

 

 ・全校ボランティア（椿の実拾い） 

・椿の実を集めて岩泉への支援金にす

る 

11 月 

・地域写真集の編集  ・生徒が撮影した写真を大船渡市農協

日頃市支店に展示 

・個人写真集に編集 

（ニコンフォトプロジェクト） 

12 月 

 

 

 

 

・活動報告書の作成 

 ・台風 10 号被害の岩泉小学校と小本小

学校へタオルハンガー250 個送付 

（タオルハンガーはここまでで約 700

個作成） 

・実践のまとめ、報告書作成 

1 月 ・来年度の活動計画   

2 月 ・学校行事日程調整   

3 月    
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３．実践したプランの内容と成果 

【実践プログラム番号：１】※3 

タイトル 防災チャレンジキャンプ 

実施月日（曜日） ７月 22 日（金）～7月 23 日（土） 

実施場所 日頃市中学校 体育館、校庭他 

担当者または講師 
担当者・講師等の区分：担当者 
氏    名：鎌田  慎 
所属・役職等：大船渡市立日頃市中学校 副校長  

所要時間または 

「コマ数×単位時間」 
24 時間 

プログラムの 

カテゴリ、形式※4 
13 体験学習 

活動目的※5 災害で学校が避難所になった時、24 時間をいかに生きるか体験する

達成目標 
自分たちで、疑似避難所体験をすることにより、災害に対する生徒
の意識が高まる 

実践方法・進め方 

（箇条書き 

またはフロー） 

①防災マップ作成（グループでのフィールドワークとマップ作成）
②ツナ缶、アルミ缶ランプ作成 
③「サバメシ」体験 
④「段ボールシェルター」の制作 
⑤夜の校舎内点検（暗闇の危険体験） 
⑥避難所体験（体育館での宿泊） 
⑦防災糧食体験（クラッカー、水） 
⑧災害時非常訓練（消防署の指導による） 
 ・応急担架製作 
 ・スモーク体験 
 ・水消火器による消火訓練 
⑨高知市立南海中学校と防災ゲーム「HUG」の体験交流 

準備、使用したもの 

・人材 

・道具、材料等 

・大船渡消防署員 
・懐中電灯、カッターナイフ、軍手、タオルケット（布団）、筆記用

具、米、クラッカー、水（500ml）、薪、レトルトカレー、空き缶、
ツナ缶、段ボール、クラフトテープ、HUG セット 

参加人数 日頃市中学校全校生徒 32 名、職員 13 名 

経費の総額・内訳概要 

￥４０，１２７  
 送料、移動交通費、ランプ材料（ツナ缶、サラダ油）ラップ 
クラフトテープ、アルミホイル、カッターナイフ、乾電池 
写真用紙、プリンターインク 

成果と課題 

【成果】 
・体験を通して、実際の災害に備えて色々な準備をしておかなけれ
ばならないことや、避難所での不便さやつらさを生徒が実感でき
た。防災に対する意識を高めることができた。 

【課題】 
・単発的な活動で終わらないために、来年度以降も継続していく必
要がある。その場合、マンネリ化しないための内容の工夫が必要
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である。 
 ・生徒が計画や準備、運営をしていくためには活動時間を確保し

なければならない。 

成果物 ・防災チャレンジキャンプマニュアル 

※3 本報告書に掲載するプログラム数に制限はありません。また、1 つのプログラムの記載ページ数、各項目の字数等

の制限はありません。ただし、枠線の中に記載し、改ページ等は適宜挿入してください。  

※4 別紙「記入上の留意点」の３．項目から選択し、記入してください。（複数選択可） 

※5 別紙「記入上の留意点」の４．項目から１つ選択し、記入してください。 
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【実践プログラム番号： ２ 】※3 

タイトル タオルハンガー 

実施月日（曜日） ５月～１２月 

実施場所 日頃市中学校 

担当者または講師 
担当者・講師等の区分：担当者 
氏    名：村上 洋子 
所属・役職等：日頃市中学校 校長 

所要時間または 

「コマ数×単位時間」 

①タオルハンガー製作についての説明と実習（１時間） 
②製作活動（生徒のボランティア活動として適宜） 

プログラムの 

カテゴリ、形式※4 
２ 講習会・学習会・ワークショップ 

活動目的※5 
今まで受けてきた様々な支援の「恩」に感謝し、「恩」を次の方々に
送るとともに元気を届ける 

達成目標 
①地震被害の熊本県に 20 個 
②台風被害の岩手県岩泉町に 250 個 

実践方法・進め方 

（箇条書き 

またはフロー） 

・製作の意義、目的の説明（ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ） 
・製作の手順の説明 
・製作体験（学年毎） 
・休み時間や放課後の時間を使っての製作 
・製作したタオルハンガーの袋詰め、タグ付け 
・発送 

準備、使用したもの 

・人材 

・道具、材料等 

・花や豆、植物の種・透明ホース・綿・丸棒・メッセージカード 
・麻紐・日頃市中学校のタグ・菜箸・ｾﾛﾊﾝﾃｰﾌﾟ 

参加人数 全校生徒３２名、職員１３名 

経費の総額・内訳概要 
￥８，８２１ 
 タオルハンガー材料費（綿、丸棒、透明ホース、豆） 

成果と課題 

【成果】 
・全校生徒が活動に参加することができる 
・花の種を贈り、その花が咲くことで活動が継続する 
・感謝の気持ちを伝えることができる 
【課題】 
・製作するための時間の確保が難しい 
・生徒の人数が少ないために、数をつくるために時間がかかってし
まう 

成果物 タオルハンガー（現在までで約７００個作成） 

※3 本報告書に掲載するプログラム数に制限はありません。また、1 つのプログラムの記載ページ数、各項目の字数等

の制限はありません。ただし、枠線の中に記載し、改ページ等は適宜挿入してください。  

※4 別紙「記入上の留意点」の３．項目から選択し、記入してください。（複数選択可） 

※5 別紙「記入上の留意点」の４．項目から１つ選択し、記入してください。 
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４．苦労した点・工夫した点 

プランの立案 

と調整で 

苦労した点 

工夫した点 

・防災キャンプは全くの初めての経験で、どのような活動を行えばよいのか
の検討から始まり、どれぐらいの部分を生徒の活動として計画に参加させ
ていけばよいかや、どのように提示したら生徒の意識が高まるかが手探り
の状態であった。 

・参考となる資料はいくらかあったが、本校の実情に合わせた活動はどれが
よいかを検討し、必要な資料を準備することが難しかった。 

・いつごろどのような活動を行っていくかの年間を通しての見通しを立てる
ことが難しく、時間を産み出すことが大変だった。 

・防災キャンプに関しては、学年毎に担当を決め、担当の部分は自分たちが
準備し説明を行うことで、計画から生徒が参加しているという意識を高め
ることができた。その他の活動については、教師側からの提案が主となっ
たため生徒の自主的・主体的な活動にすることが難しかった。 

準備活動で 

苦労した点 

工夫した点 

・準備期間が短くなってしまったために、短期間での準備となり、必要な資
材や物品を集めるのが大変であった。また、準備の時間も足りなくなった
ために十分な話合いや企画の時間を保証しないままに活動がスタートし
てしまった。そのため、生徒の自主的な活動の時間を十分にとることがで
きなかった。 

・活動に必要な物品については、できるだけ校内にあるものや手に入りやす
いものとし、新規に購入しなければならないものを極力少なくした。また、
購入しなければならない場合にもできるだけ費用がかからないように工
夫した（100 円ショップの活用など） 

・防災キャンプ（避難所体験）は初めての企画だったので、何をどれぐらい
準備しておくとよいかがイメージしにくかった。 

実践に 

当たって 

苦労した点 

工夫した点 

・すべてを学校が行うのではなく、消防署や防災科学技術研究所等の協力を
得ながら、専門的な部分は専門家に教えていただいた。また、学年毎に担
当するプログラムを決めたことで、担当の部分については、生徒が説明し
活動を進めることができた。 

・既存の教育課程や行事、放課後の時間に活動を組み込むことで、防災学習
の時間を確保することができた。 
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５．他の団体、地域との連携 

協力・連携先の分類 団体名、組織名 協力・連携の内容 

学校・教育関係・ 

同窓会組織 

・日頃市保育園、日頃市小学校 ・地域合同避難訓練の計
画作成 

保護者・ 

ＰＴＡの組織 

・日頃市中学校 PTA ・五葉山親子ボランティ
ア登山への同行 

地域組織 

・五葉山自然倶楽部 
・県立公園五葉山管理事務所 
 
・日頃市地区公民館 

・五葉山親子ボランティ
ア登山案内 

 
・地域合同避難訓練の計

画作成 

国・地方公共団体・

公共施設 

・大船渡消防署 
 
・大船渡市役所 
 
・防災科学技術研究所 

・消火体験、煙体験 
 応急担架作成講習 
・「椿」学習の支援、椿

の実の買い取り 
・防災マップ作成指導、
 マップ準備 

企業・ 

産業関連の組合等 

・株式会社ニコン ・地域写真集作成のため
の写真講座の開催 

・地域写真集の印刷及び
製本 

ボランティア団体・

ＮＰＯ法人・ＮＧＯ

等 

・公益社団法人日本フィランソロピー協会 ・チャリティリレーマラ
ソン 2,016 による活動支
援金の援助 

職業、職能団体・ 

学術組織、学会等 
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６．成果と課題（実践したプラン全般について） 

成果として 

得たこと 

・生徒の防災意識を高めることができた。 
・地域理解や地域との関わりを深めることができた。 
・他校や他地域との繋がりを持つことができた。 
・生徒に「自分たちにもできることがある」という地震を持たせることがで

きた。 
・実際に避難所体験のある本校職員から、避難生活のアドバイスを聞くこと

ができた。 

全体の反省・

感想・課題 

・台風や土砂災害など、今後予想される災害への備えを具体的にどのように
していくか、実際の災害を想定して考えていかなければならない。 

・地域が高齢化、少子化する中でどのように地域の力を維持していくかが大
切である。中学生といえども地域を担っていく大きな役割を負っているこ
とをしっかりと自覚させていきたい。 

・活動を維持していくために必要な時間と資金をどのように産み出していく
かが、今後の課題である。 

今後の 

継続予定 

・今年度の経験を生かした「第 2回防災キャンプ」の実施。 
・地域公民館、保育園、小学校との合同で行う「地域避難訓練」。 
・「恩送りプロジェクト」として「タオルハンガー」の製作の継続。 
・「椿」の学習を生かして、椿の実を活用した町おこしと、自分たちが集め
た椿の実を買い取ってもらうことで得た募金を贈呈する「実はやがて身と
なるプロジェクト」。 

・ブログや新聞記事による「自分たちの活動の発信」。 
・被災地のあのときと今を伝える活動「大船渡市の今」。 
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７．自由記述欄 ※6 

※6 自由記述欄は、防災教育の実践で得られた知見、防災教育の普及に関わる提案等を盛り込んでください。また、前

頁までの記述に不足した事項、参考資料、写真等を自由にご記入ください。なお、３ページ以内厳守でお願いします。 

＜防災チャレンジキャンプの様子＞ 

     防災マップの作成              空き缶ランタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     段ボールシェルター              煙体験 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

       応急担架              炊き出し訓練 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（自由記述： １／３） 
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＜タオルハンガーの作り方＞ 東日本大震災の支援で教えていただきました。 

  

（自由記述： ２／３） 
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（自由記述： ３／３） 


